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(57)【要約】
　ケーブル１０１と、ヒューズ１２１～１２５を介して
ケーブルに接続される負荷１１１～１１５とを含むケー
ブルシステムにおける問題を報告するための機器１０は
、ヒューズ１２１～１２５が導通モードから非導通モー
ドになっていること、又は非導通モードに達したことを
検出するための第１の回路１と、機器１０に近い位置に
おいて１以上のインピーダンス素子を導入することによ
って、前記位置でのケーブルシステムのインピーダンス
を変化させるための第２の回路２と、第１の回路１から
の検出結果に応じて、第２の回路２を作動モードにする
ための第３の回路３とを備える。第２の回路２はキャパ
シタ４を含み、第３の回路３はスイッチ５を含む。中央
位置にある、問題を検出するための装置２０は、時間間
隔毎に、電圧信号／電流信号のパラメータの第１の値、
又は電圧信号／電流信号に依存する因子の第２の値を監
視するためのモニタ２１と、別々の時間間隔からの値を
互いに比較するための比較器２２とを含む。値は、機器
１０に近い位置でのケーブルシステムのインピーダンス
の変化に応じて変化する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーブルと、ヒューズを介して前記ケーブルに接続される負荷と、を含むケーブルシス
テムにおける問題を報告するための機器であって、
　前記ヒューズが導通モードから非導通モードになっていること、又は当該非導通モード
に達したことを検出するための、第１の回路と、
　前記機器の位置において１以上のインピーダンス素子を導入することによって、作動モ
ードにおいて、前記位置での前記ケーブルシステムのインピーダンスを変化させるための
、第２の回路と、
　前記第１の回路からの検出結果に応じて、前記第２の回路を前記作動モードにするため
の、第３の回路と、
を含む、機器。
【請求項２】
　前記機器の位置での前記ケーブルシステムのインピーダンスの前記変化は、リアクタン
ス性変化を含む、請求項１に記載の機器。
【請求項３】
　前記リアクタンス性変化は、容量性変化を含む、請求項２に記載の機器。
【請求項４】
　前記第１の回路は、前記負荷を通って若しくは前記ヒューズを通って流れる電流信号を
検出するためか、前記負荷の間若しくは前記ヒューズの間に存在する電圧信号を検出する
ためか、又は前記ヒューズが前記導通モードから前記非導通モードになっていること、若
しくは前記非導通モードに達したことを表す別の信号を検出するための、検出器を含む、
請求項１に記載の機器。
【請求項５】
　前記第２の回路はキャパシタを含み、前記第３の回路はスイッチを含む、請求項１に記
載の機器。
【請求項６】
　前記キャパシタと前記スイッチとは第１の直列接続の一部を形成し、前記ヒューズと前
記負荷とは第２の直列接続の一部を形成し、前記第１の直列接続と前記第２の直列接続と
は互いに並列に結合される、請求項５に記載の機器。
【請求項７】
　前記スイッチは、前記第１の回路からの前記検出結果に応じて導通モードになり、前記
スイッチのリセットまで当該導通モードに留まる、請求項５に記載の機器。
【請求項８】
　請求項１に記載の機器を含み、前記負荷及び／又は前記ヒューズを更に含む、アレンジ
メント。
【請求項９】
　ケーブルと、ヒューズを介して前記ケーブルに接続される負荷と、ケーブルシステムに
おける問題を報告するための請求項１に記載の機器と、を含む当該ケーブルシステムにお
ける前記問題を検出するための装置であって、
　時間間隔毎に、前記ケーブルに亘って存在する電圧信号及び前記ケーブルを通って流れ
る電流信号のうちの少なくとも１つのパラメータの第１の値を監視するための、又は時間
間隔毎に、前記電圧信号及び前記電流信号のうちの少なくとも１つに依存する因子の第２
の値を監視するための、モニタと、
　別々の時間間隔からの前記第１の値を互いに比較するための、又は別々の時間間隔から
の前記第２の値を互いに比較するための比較器とを含み、
　閾値より大きな比較値間の差が前記問題を示し、前記閾値より大きな比較値間の前記差
は前記機器の導入された前記１以上のインピーダンス素子によって引き起こされる、装置
。
【請求項１０】
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　前記パラメータは、前記電流信号の位相又は前記電圧信号の位相を含む、請求項９に記
載の装置。
【請求項１１】
　前記因子は、力率を含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記パラメータの前記第１の値及び前記因子の前記第２の値は、請求項１に記載の機器
の位置での前記ケーブルシステムのインピーダンスの変化に応じて変化する、請求項９に
記載の装置。
【請求項１３】
　ケーブルと、ヒューズを介して前記ケーブルに接続される負荷と、を含み、請求項１に
記載の機器、及び／又は請求項９に記載の装置を更に含む、ケーブルシステム。
【請求項１４】
　請求項１に記載の機器と、請求項９に記載の装置と、を含む、パッケージシステム。
【請求項１５】
　ケーブルと、ヒューズを介して前記ケーブルに接続される負荷と、請求項１に記載の機
器と、を含むケーブルシステムにおける問題を検出するための方法であって、
　時間間隔毎に、前記ケーブルに亘って存在する電圧信号、及び前記ケーブルを通って流
れる電流信号のうちの少なくとも１つのパラメータの第１の値、又は前記電圧信号及び前
記電流信号のうちの少なくとも１つに依存する因子の第２の値を監視するステップと、
　別々の時間間隔からの前記第１の値を互いに比較するか、又は別々の時間間隔からの前
記第２の値を互いに比較するステップとを含み、
　閾値より大きな比較値間の差が前記問題を示し、前記閾値より大きな比較値間の前記差
は前記機器の導入された前記１以上のインピーダンス素子によって引き起こされる、
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ケーブルと、ヒューズを介してケーブルに接続される負荷とを含むケーブル
システムにおける問題を報告するための機器に関する。
【０００２】
　更に、本発明は、機器を含むアレンジメント、ケーブルシステムにおける問題を検出す
るための装置、ケーブルシステム、パッケージシステム、及び方法に関する。
【０００３】
　こうした問題の例は、破壊されたヒューズである。こうした負荷の例は、電力供給され
／電気的に動力供給され／給電される必要のあるランプ及び他のユニットである。
【背景技術】
【０００４】
　中国特許出願公開第１０１６３５０７７Ａ号は、道路灯ケーブルのための盗難防止検出
方法を開示するが、これは、道路灯ケーブルに可変周波数の入力電流信号が注入され、様
々な周波数の入力電流信号に対して出力電流信号及び出力電圧信号が測定されなければな
らず、道路灯の共振周波数が考慮に入れられなければならず、実際の道路灯の数がわかっ
ている必要がある。このように、比較的複雑な態様で道路灯ケーブルが監視され得る。
【０００５】
　中国実用新案第２０１６９０６４８Ｕ号は、ＧＰＲＳ又は３Ｇ等の無線感知ネットワー
クに基づくインテリジェント街灯システムを開示する。このように、比較的複雑な態様で
街灯システムが監視され得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、改善された機器を提供することである。本発明の更なる目的は、アレ
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ンジメント、改善された装置、ケーブルシステム、パッケージシステム、及び改善された
方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の態様によると、ケーブルと、ヒューズを介してケーブルに接続される負荷とを含
むケーブルシステムにおける問題を報告するための機器であって、
　ヒューズが導通モードから非導通モードになっていること、又は非導通モードに達した
ことを検出するための、第１の回路と、
　機器の位置において１以上のインピーダンス素子を導入することによって、作動モード
において、前記位置でのケーブルシステムのインピーダンスを変化させるための、第２の
回路と、
　第１の回路からの検出結果に応じて、第２の回路を作動モードにするための、第３の回
路と、
を含む機器が提供される。
【０００８】
　機器は、ケーブルと、ヒューズを介してケーブルに接続される負荷とを含むケーブルシ
ステムにおける破壊されたヒューズ等の問題を、機器の位置でのケーブルシステムのイン
ピーダンスを変化させることによって報告するが、これは、ヒューズが破壊されたことが
検出された場合のみである。このために、第１の回路を介して、ヒューズが導通モードか
ら非導通モードになっていること、又は非導通モードに達したことが検出される。導通モ
ードは、ヒューズが導通し、及び／又はケーブルと負荷とを例えば１００オーム未満、好
ましくは１０オーム未満、更に好ましくは１オーム未満等といった、比較的小さな抵抗値
を介して接続しているモードである。非導通モードは、ヒューズが非導通であり、及び／
又はケーブルと負荷とを比較的小さな抵抗値を介しては接続しておらず、１ｋオームを超
える、好ましくは１０ｋオームを超える、更に好ましくは１００ｋオームを超える等とい
った、少なくとも比較的大きな抵抗値を示しているモードである。第２の回路を介して、
機器の位置においてケーブルシステムのインピーダンスが変化されるが、これは、第２の
回路が作動モードにされた後のみである。第３の回路を介して、第１の回路からの検出結
果に応じて、第２の回路が作動モードにされる。結果として、ケーブルに亘って存在する
電圧信号及びケーブルを通って流れる電流信号のうちの少なくとも１つについての中央位
置における変化は、問題を示しているであろうという事実のおかげで、ヒューズ及び／又
は負荷に近接して設置される機器は、中央位置に設置されている装置に問題を報告するこ
とができる。これは大きな利点である。
【０００９】
　ヒューズと負荷との間の接続の切断、負荷の欠落、及び／又は負荷の故障等の他の種類
の問題も、同様に報告され得る。例えば導入の直後又はリセットの直後等といった機器の
開始時には、第２の回路は非作動とされ、作動されるのを待機している。非作動モードで
は、第２の回路はケーブルシステムに認識されず、ケーブルシステムにいかなる影響も及
ぼさない。機器の位置でのケーブルシステムのインピーダンスを変化させることは、前記
位置において１以上のインピーダンス素子を導入することを通じて実現され得る。
【００１０】
　機器の実施形態は、機器の位置でのケーブルシステムのインピーダンスの変化が、リア
クタンス性変化を含むことによって規定される。リアクタンス性変化は十分に監視され得
る。
【００１１】
　機器の実施形態は、リアクタンス性変化が、容量性変化を含むことによって規定される
。容量性変化は容易に監視され得る。
【００１２】
　機器の実施形態は、第１の回路が、負荷を通って若しくはヒューズを通って流れる電流
信号を検出するためか、負荷の間若しくはヒューズの間に存在する電圧信号を検出するた
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めか、又はヒューズが導通モードから非導通モードになっていること、若しくは非導通モ
ードに達したことを表す別の信号を検出するための、検出器を含むことによって規定され
る。ヒューズのモードを検出するための多くの様々な態様が可能である。検出器は、場合
によっては更なる回路を用いて、リレーコイル、トランジスタ、サイリスタ、トライアッ
ク等を含んでもよい。
【００１３】
　機器の実施形態は、第２の回路がキャパシタを含み、第３の回路がスイッチを含むこと
によって規定される。キャパシタは、機器の位置でのケーブルシステムのインピーダンス
を変化させるために適しており、スイッチは、キャパシタを作動させ、及び非作動とさせ
るために適している。他の構成要素も除外されず可能である。スイッチは、場合によって
は更なる回路を用いて、リレー接点、トランジスタ、サイリスタ、トライアック等を含ん
でもよい。
【００１４】
　機器の実施形態は、キャパシタとスイッチとが第１の直列接続の一部を形成し、ヒュー
ズと負荷とが第２の直列接続の一部を形成し、第１の直列接続と第２の直列接続とが互い
に並列に結合されることによって規定される。他の構成も除外されず可能である。
【００１５】
　機器の実施形態は、スイッチが、第１の回路からの検出結果に応じて非導通モードから
導通モードになり、スイッチのリセットまでこの導通モードに留まることによって規定さ
れる。好ましくは、スイッチは、負荷が電力供給され／電源供給され／給電されている期
間だけでなく、これらの負荷が電力供給され／電源供給され／給電されていない期間にも
導通モードにあるように、スイッチのリセットまで導通モードに留まる。導通モードは、
スイッチが導通し、及び／又はキャパシタをケーブル（の両方の導体に）例えば１００オ
ーム未満、好ましくは１０オーム未満、更に好ましくは１オーム未満等といった比較的小
さな抵抗値を介して接続しているモードである。非導通モードは、スイッチが非導通であ
り、及び／又はキャパシタをケーブル（の両方の導体に）比較的小さな抵抗値を介しては
接続しておらず、１ｋオームを超える、好ましくは１０ｋオームを超える、更に好ましく
は１００ｋオームを超える等といった、少なくとも比較的大きな抵抗値を示しているモー
ドである。リセットは、ローカルリセット、リモートリセット、及び交換を含む。
【００１６】
　第２の態様によると、上述の機器を含み、負荷及び／又はヒューズを更に含むアレンジ
メントが提供される。
【００１７】
　第３の態様によると、ケーブルと、ヒューズを介してケーブルに接続される負荷と、上
述の機器とを含むケーブルシステムにおける問題を検出するための装置であって、
　時間間隔毎に、ケーブルに亘って存在する電圧信号及びケーブルを通って流れる電流信
号のうちの少なくとも１つのパラメータの第１の値を監視するための、又は時間間隔毎に
、電圧信号及び電流信号のうちの少なくとも１つに依存する因子の第２の値を監視するた
めの、モニタと、
　別々の時間間隔からの第１の値を互いに比較するための、又は別々の時間間隔からの第
２の値を互いに比較するための比較器とを含み、閾値より大きな比較値間の差が前記問題
を示し、前記閾値より大きな比較値間の前記差は前記機器の導入された前記１以上のイン
ピーダンス素子によって引き起こされる、装置が提供される。
【００１８】
　装置の実施形態は、パラメータが電流信号の位相又は電圧信号の位相を含むことによっ
て規定される。電圧信号を提供するために電圧源が用いられている場合には、機器の設置
箇所において、ケーブルのインピーダンス値を変化させるためにキャパシタが作動されて
ケーブルに接続された場合、中央位置における電流信号の位相が変化する。電流信号を提
供するために電流源が用いられている場合には、機器の設置箇所において、ケーブルのイ
ンピーダンス値を変化させるためにキャパシタが作動されてケーブルに接続された場合、
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中央位置における電圧信号の位相が変化する。
【００１９】
　装置の実施形態は、因子が力率を含むことによって規定される。力率は、真のすなわち
実際の電力を皮相電力で割ったものと等しいものと定義され、したがって力率も電圧信号
及び電力信号に依存する。
【００２０】
　装置の実施形態は、パラメータの第１の値及び因子の第２の値が、上述の機器の位置で
のケーブルシステムのインピーダンスの変化に応じて変化することによって規定される。
【００２１】
　第４の態様によると、ケーブルと、ヒューズを介してケーブルに接続される負荷とを含
み、上述の機器及び／又は上述の装置を更に含む、ケーブルシステムが提供される。
【００２２】
　第５の態様によると、上述の機器と上述の装置とを含む、パッケージシステムが提供さ
れる。
【００２３】
　第６の態様によると、ケーブルと、ヒューズを介してケーブルに接続される負荷と、上
述の機器とを含むケーブルシステムにおける問題を検出するための方法であって、
　時間間隔毎に、ケーブルに亘って存在する電圧信号及びケーブルを通って流れる電流信
号のうちの少なくとも１つのパラメータの第１の値、又は電圧信号及び電流信号のうちの
少なくとも１つに依存する因子の第２の値を監視するステップと、
　別々の時間間隔からの第１の値を互いに比較するか、又は別々の時間間隔からの第２の
値を互いに比較するステップとを含み、閾値より大きな比較値間の差が前記問題を示し、
前記閾値より大きな比較値間の前記差は前記機器の導入された前記１以上のインピーダン
ス素子によって引き起こされる、方法が提供される。
【００２４】
　基本的な着想は、ヒューズのモードが検出され、検出結果に応じて、装置に近い位置で
のケーブルシステムのインピーダンスが変化されるということである。
【００２５】
　改善された機器及び改善された装置、並びに改善された方法を提供するという課題が解
決された。更なる利点は、改善された機器及び改善された装置は、単純、低コスト、かつ
ロバストであることである。
【００２６】
　本発明のこれらの態様及び他の態様は、以下に説明される実施形態から明らかとなり、
これらの実施形態を参照して解明される。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】従来技術のケーブルシステムを示す。
【図２】機器、ヒューズ、及び負荷を示す。
【図３】機器の第１の実施形態を示す。
【図４】機器の第２の実施形態を示す。
【図５】装置を示す。
【図６】問題の発生を示す。
【図７】問題の報告を示す。
【図８】従来技術の負荷を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　図１では、ケーブル１０１と、負荷１１１～１１５と、ヒューズ１２１～１２５とを含
む従来技術のケーブルシステムが示される。各負荷１１１～１１５は、ヒューズ１２１～
１２５を介してケーブル１０１の第１の導体に間接的に結合され、また、ケーブル１０１
の第２の導体に直接結合される。負荷１１１～１１５は、例えば１以上の発光ダイオード
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を含むランプ等の任意の種類の負荷である。ヒューズ１２１～１２５は、任意の種類のヒ
ューズである。代替的に、ケーブル１０１の第２の導体は、例えばグランドを介して他の
態様で配置されてもよい。
【００２９】
　図２では、機器１０が示される。機器１０は、ケーブル１０１と、ヒューズ１２１を介
してケーブル１０１に接続される負荷１１１とを含むケーブルシステムにおける問題を報
告する。機器１０は、ヒューズ１２１が導通モードから非導通モードになっていること、
又は非導通モードに達したことを検出するための第１の回路１を含む。機器１０は、作動
モードにおいて、機器１０に近い位置でのケーブルシステムのインピーダンスを変化させ
るための、ケーブル１０１に接続可能な第２の回路２を更に含み、したがって、インピー
ダンスの変化は、図５に示され図５を通して更に説明される装置２０によって監視され得
る。機器１０は、第１の回路１からの検出結果に応じて、第２の回路２を作動モードにす
るための第３の回路３を更に含む。したがって、機器１０の開始時には、第２の回路２は
非作動モードにある。
【００３０】
　好ましくは、機器１０に近い位置でのケーブルシステムのインピーダンスの変化は、容
量性変化を含むリアクタンス性変化を含む。電圧信号を提供するために電圧源が用いられ
ている場合、容量性変化は、図６及び図７に示され、図６及び図７を通して更に説明され
るように、ケーブル１０１を通って流れる電流信号の位相が変化することをもたらす。ま
た、これは力率が変化することももたらす。
【００３１】
　図３では、機器１０の第１の実施形態が示される。ここでは単に例示として、第２の回
路２はキャパシタ４を含み、第３の回路３はスイッチ５を含む。キャパシタ４とスイッチ
５とは直列に接続され、ケーブル１０１の両方の導体に結合される第１の直列接続の一部
を形成する。ヒューズ１２１と負荷１１１（負荷１１１はここには示されていない）とは
、第１の直列接続と並列に結合される第２の直列接続の一部を形成する。ここでは、第１
の回路１は、第１の導体とヒューズ１２１の一方側とに結合される第１の端子と、ヒュー
ズ１２１の他方側に結合される第２の端子と、ケーブル１０１の第２の導体に結合される
第３の端子とを有する。この第１の回路１は、例えば、負荷１１１の間若しくはヒューズ
１２１の間に存在する電圧信号を検出するための、又はヒューズ１２１が導通モードから
非導通モードになっていること、若しくは非導通モードに達したことを表す別の信号を検
出するための検出器を含む。第１の回路１は、例えば、電圧信号を第１の基準信号と比較
するための比較器を更に含んでもよい。ヒューズ１２１の間に存在する電圧信号の増大、
又は負荷１１１の間に存在する電圧信号の低減等の電圧信号の変化に応じて、第１の回路
１は、スイッチ５を導通モードへと切り替える。好ましくは、スイッチ５は、スイッチ５
のリセットまでこの導通モードに留まる。結果として、ヒューズ１２１が破壊されること
に応じて、ケーブル１０１のインピーダンス値を変化させるために、キャパシタ４が作動
されてケーブル１０１に接続され、これは図６及び図７を通して更に説明されるように、
ケーブル１０１を通って流れる電流信号の位相が変化することをもたらす。
【００３２】
　図４では、機器１０の第２の実施形態が示される。ここでは、やはり単に例示として、
第２の実施形態は、第１の回路１が、第１の導体とヒューズ１２１の一方側とに結合され
る第１の端子と、ヒューズ１２１の他方側に結合される第２の端子と、ケーブル１０１の
第２の導体と負荷１１１の一方側とに結合される第３の端子と、負荷１１１の他方側に結
合される第４の端子とを有することにおいて、第１の実施形態と異なる。この第１の回路
１は、例えば、負荷１１１を通って若しくはヒューズ１２１を通って流れる電流信号を検
出するための、又はヒューズ１２１が導通モードから非導通モードになっていること、若
しくは非導通モードに達したことを表す別の信号を検出するための検出器を含む。第１の
回路１は、例えば、電流信号を第２の基準信号と比較するための比較器を更に含んでもよ
い。負荷１１１を通って又はヒューズ１２１を通って流れる電流信号の低減等の電流信号
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の変化に応じて、第１の回路１は、スイッチ５を導通モードへと切り替える。好ましくは
、スイッチ５は、スイッチ５のリセットまでこの導通モードに留まる。結果として、ヒュ
ーズ１２１が破壊されることに応じて、ケーブル１０１のインピーダンス値を変化させる
ために、キャパシタ４が作動されてケーブル１０１に接続され、これは図６及び図７を通
して更に説明されるように、ケーブル１０１を通って流れる電流信号の位相が変化するこ
とをもたらす。
【００３３】
　図５では、装置２０が示される。ケーブル１０１と、ヒューズ１２１を介してケーブル
１０１に接続される負荷１１１とを含むケーブルシステムにおける問題を検出するための
装置２０は、例えば、ケーブル１０１の導体に結合されるインターフェース２５を含む。
装置２０は、例えば、ケーブル１０１に亘って存在する電圧信号を検出するためにインタ
ーフェース２５に結合される電圧検出器２３を更に含む。装置２０は、例えば、ケーブル
１０１を通って流れる電流信号を検出するためにインターフェース２５に結合される電流
検出器２４を更に含む。装置２０は、例えば、示されてはいない、プロセッサ２６に結合
されるマン・マシン・インターフェースを場合によっては介した制御、計算及び／又は表
示の目的のために、電圧検出器２３、電流検出器２４、及びインターフェース２５に結合
されるプロセッサ２６を更に含む。
【００３４】
　装置２０は、時間間隔毎に、ケーブル１０１に亘って存在する電圧信号及びケーブル１
０１を通って流れる電流信号のうちの少なくとも１つのパラメータの第１の値を監視する
ための、又は時間間隔毎に、電圧信号及び電流信号のうちの少なくとも１つに依存する因
子の第２の値を監視するためのモニタ２１を更に含む。装置２０は、別々の時間間隔から
の第１の値を互いに比較するか、又は別々の時間間隔からの第２の値を互いに比較するた
めの比較器２２を更に含む。閾値より大きな比較値間の差は問題を示すであろう。通常、
パラメータの第１の値及び因子の第２の値は、機器１０に近い位置でのケーブルシステム
のインピーダンスの変化に応じて変化する。パラメータの第１の値及び因子の第２の値は
、プロセッサ２６に結合されるか、又はプロセッサ２６の一部を形成するメモリ（示され
ていない）に記憶されてよい。
【００３５】
　好ましくは、パラメータは、電流信号の位相又は電圧信号の位相を含み、因子は、例え
ば電圧信号及び電流信号を通じてプロセッサ２６によって計算され得る力率を含む。
【００３６】
　図６では、問題の発生が示される。ヒューズ１２３及び１２５は導通モードにある。ヒ
ューズ１２４は、もはや導通モードになく、結果として、ケーブル１０１のインピーダン
スを変化させるためにキャパシタ４が作動されてケーブル１０１に接続される。
【００３７】
　図７では、問題の報告が示される。上方のグラフに示される、ケーブル１０１に亘って
存在する電圧信号は正弦波である。下方のグラフに示される、ケーブル１０１を通って流
れる電流信号は、ケーブル１０１のインピーダンス値を変化させるためにキャパシタ４が
作動されてケーブル１０１に接続された直後に位相シフトするか、又は位相ジャンプする
。
【００３８】
　図７では、電圧信号を提供するために電圧源が用いられており、この場合、機器１０に
近い位置でのケーブルシステムのインピーダンスの容量性変化に応じて、ケーブル１０１
を通って流れる電流信号の位相が変化する。しかしながら、ここには示されていないが、
代替的に、電流信号を提供するために電流源が用いられてもよく、この場合、機器１０等
に近い位置におけるケーブルシステムのインピーダンスの容量性変化に応じて、ケーブル
１０１に亘って存在する電圧信号の位相が変化する。
【００３９】
　通常、機器１０内の第３の回路３は、（対応するヒューズが破壊された場合）、ランプ
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等の負荷１１１～１１５が電力を消費し、ケーブル１０１を介して電圧信号及び電流信号
が負荷１１１～１１５に供給されている夜の間に、第２の回路２を作動させることができ
る。スイッチ５がメモリ機能を有するときには、スイッチ５は、スイッチ５のリセットま
で導通モードに留まる。また、夜の間、モニタ２１及び比較器２２は、このとき監視し、
比較することができる。
【００４０】
　しかしながら、代替的に、日中に、負荷１１１～１１５に給電するためではなく、機器
１０が例えばヒューズ１２１と負荷１１１との間の切断等といった問題を報告することを
可能にするためだけに、ケーブル１０１を介して他の電圧信号及び電流信号が供給される
ことも除外されるべきではない。また、例えば他の種類の負荷１１１～１１５に対して、
当該他の種類の負荷に給電するために、任意の時期に電圧信号及び電流信号が供給されて
もよい。最後に、機器１０が、機器１０自体の電源等を備えることも除外されるべきでは
ない。
【００４１】
　図８では、従来技術の負荷１１３が示される。この従来技術の負荷１１３は、整流ブリ
ッジ２０１を含む。整流ブリッジ２０１の入力は、負荷１１３の入力である。整流ブリッ
ジ２０１の出力は、ＤＣ‐ＤＣコンバータ２０３の入力とキャパシタ２０２とに結合され
る。ＤＣ‐ＤＣコンバータ２０３の出力は、１以上の発光ダイオード２０４に結合される
。
【００４２】
　図２乃至図８に示される実施形態に対し、多くの代替が可能である。例えば、図３及び
図４では、キャパシタ４及びスイッチ５は、それぞれ１以上の他の構成要素によって置き
換えられ、及び／又はそれぞれ他の態様で接続されてもよい。例えば、図３及び図４では
、第１の回路１は様々なサブ回路からなってもよく、及び／又は別様に接続されてもよい
。非常に単純な例として、第１の回路１はコイルのリレーであってよく、このときスイッ
チ５はこのリレーへの接点を含む。ヒューズ１２１～１２５が導通するのをやめたとき、
リレーは別のモードになり、リレーの接点は互いに接続される（ここでリレーは（Ａ）ヒ
ューズ１２１～１２５が導通するのをやめることと（Ｂ）ケーブル１０１の電源が遮断さ
れることとの違いを認識し得るようにされてよく、このとき追加の回路がこの特定の場合
には必要である）。したがって、第１の回路１のより複雑な実施形態は除外されず、場合
によっては更なる回路等を用いて、トランジスタ、サイリスタ、トライアック等を含んで
もよい。同様に、第２の回路２及び第３の回路３も、場合によっては更なる回路等を用い
て、トランジスタ、サイリスタ、トライアック等を含んでもよい。
【００４３】
　例えば図５では、装置２０において、電圧検出器２３及び電流検出器２４がより直接的
にケーブル１０１と通信し得る場合、インターフェース２５は省かれてもよい。更に、電
圧検出器２３、電流検出器２４、モニタ２１、及び比較器２２の機能の一部又は全部は、
プロセッサ２６に一体化されてもよく、逆も同じである。任意のユニット２１～２６はサ
ブユニットに分割されてもよく、ユニット２１～２６の任意のペアがより大きなユニット
等へと組み合わされてもよい。最後に図８では、いかなる種類の、及びいかなる構成にお
ける整流ブリッジ２０１、キャパシタ２０２、ＤＣ‐ＤＣコンバータ２０３、及び１以上
の発光ダイオード２０４も単に例示であり、他の種類の負荷１１１～１１５は除外される
べきではない。
【００４４】
　キャパシタ４の形式の第２の回路２ではなく、比較的高い電力放散能力を有する比較的
小さな抵抗器の形式の第２の回路２が用いられてもよく、これは第３の回路３によって、
例えば１μ秒又は１ｎ秒等といった比較的短い時間期間の間だけ、例えば１秒に１回又は
１時間に１回等といったように作動モードにされる。この態様で、装置２０等によって、
比較的短い電圧の低減又は比較的短い電流の増大が検出され得る。したがって、第２の回
路２及び第３の回路３は、あまり限定的に見られるべきではない。
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【００４５】
　要約すると、ケーブル１０１と、ヒューズ１２１～１２５を介してケーブルに接続され
る負荷１１１～１１５とを含むケーブルシステムにおける問題を報告するための機器１０
は、ヒューズ１２１～１２５が導通モードから非導通モードになっていること、又は非導
通モードに達したことを検出するための第１の回路１と、機器１０に近い位置でのケーブ
ルシステムのインピーダンスを変化させるための第２の回路２と、第１の回路１からの検
出結果に応じて、第２の回路２を作動モードにするための第３の回路３とを備える。第２
の回路２はキャパシタ４を含み、第３の回路３はスイッチ５を含む。中央位置にある、問
題を検出するための装置２０は、時間間隔毎に、電圧信号／電流信号のパラメータの第１
の値、又は電圧信号／電流信号に依存する因子の第２の値を監視するためのモニタ２１と
、別々の時間間隔からの値を互いに比較するための比較器２２とを含む。値は、機器１０
に近い位置でのケーブルシステムのインピーダンスの変化に応じて変化する。
【００４６】
　本発明は、図面及び前述の説明において詳細に例示され説明されたが、こうした例示及
び説明は、例示的又は典型的であると考えられるべきであり、限定と考えられるべきでは
なく、本発明は、開示された実施形態に限定されない。当業者によって、特許請求された
発明を実施するにあたり、図面、明細書、及び添付の請求項の研究から、開示された実施
形態の他のバリエーションが理解され達成されることができる。請求項で、「含む」の文
言は他の要素又はステップを除外するものではなく、不定冠詞「ａ」又は「ａｎ」は複数
を除外するものではない。特定の手段が、相互に異なる従属請求項に記載されているとい
う単なる事実は、これらの手段の組合せを有利に使用できないことを意味するわけではな
い。請求項のいかなる参照符号も、範囲を限定するものとして解釈されるべきではない。
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